
瀬
戸
市
北
方
花
園
岩
地
を
縦
断
す
る
顕
著

を
る

1
断
層
線
に
就
き
て

上

清

寅

次

郎

■

六
甲
山
地
の
南
珠
に
近
-
､
北
六
十
二
度
兼
の
方
向
を
L
み
て
,
ほ
iJ
酬
月
附
近
の
禦

梓
線
は
平
走
す
る

一
断
層

線
あ
ゎ
｡
二
嵩
五
千
分

一
地
形
図

｢
醐
月
骨
部
｣
に
於
で
.
延
長
四
粁
以
上
に
互
み
､
地
形
的
は
極
め
で
苗
著
に
追

跡
さ
る
J
の
み
在
ら
ず
､
乙
の
線
上
各
所
に
放
て
断
層
粘
土
も
断
層
角
磯
､
又
は
岩
磐
の
鞄
裂
等
を
認
雪

地
質
上

の
蘭
跡
歴
然
た
る
も
の
あ
ヵ
｡
著
者
は
最
初
に
調
査
せ
し
地
名
を
取
･二

倍
-
ほ
之
を
布
引
断
層
と
呼
ば
ん
と
す
〇

二

生
田
川
は
其
の
中
流
に
於
で
布
引
雄
瀧
､
布
引
雅
瀧
の
二
梶
布
を
懸
け
､
畿
内
柿
在
る
峡
谷
を
つ
-
つ
て
急
に
紳

月
市
街
の
低
地
に
流
れ
落
ち
る
｡
布
引
雅
瀧
の
上
流
に
醐
月
市
上
水
道
布
引
貯
水
池
あ
み
､
成
因
は
つ
き
で
極
め
て

意
味
操

き
峡
谷
を
堰
き
止
め
て
貯
水
せ
る
も
の
を
カ
.
貯
水
池
の
水
面
は
高

さ
二

二

三

米
､
敢
大
水
悦
は
東
端
に

納
戸
市
北
方
花
柄
山方
地
を
縦
断
す
る
似
繋
な
る

1
断
層
鍬
に
就
き
て

三

三
三



節-園 布引貯水池附近格間

欝

二
十
二
巷

好

一
披

三

四

三
四

し
て
三
C
米
､
其
の
形
ほ
ヾ
長
方
形
を
な
す
｡
其
の
北
西
隅
よ
み
南
東
隅

に
来
る
封
内
線
の
方
向
は
牲
山
川
峡
谷
の
方
向
に
し
て
'
池
永
は
峡
谷
の

形
に
従
ひ
て
細
長
-
'
上
流
に
向
い
て
延
ぶ
｡
北
淡
隅
か
ら
南
西
隅
に
向

ふ

一
対
内
線
は
凡
そ
北
六
二
度
加
の
方
向
h
t示
し
､
新
居
線
の
通
過
す
る

底
な
ら
(妨

1
岡
)
0

貯
水
池
の
北
側
は
堰
堤

に
し

て
其
の
北
端
よ

〇
十
飴
米
南
方
に
立
ち

て
'
美
し
-
別
･Jl
探
ら
れ
た
る
杓
関
北
闘
岩
の
斯
様
を
見
れ
ば
'
角
横
と

氾
ず
る
斯
肘
粘
土
の
存
在
す
る
を
知
る
べ
し
｡
粘
土
は
方
出
部
に
於
て
幅

三
C
柵
乃
半
-.<
C
柵
と
推
定
rJt
P
高
さ
約

一
C
米
､
地
表
に
近
さ
部
分

は
褐
色
h
t･t
QL
t
下
部
は
t:;
鉄
色
を
4

-す
.
上
部
は
帖
狭
-
下
部
-こ
幅
月

a
..増
し

一
部
崩

壊
に
よ
-
て
生
ぜ
る
柁
錐
h
t生
ぜ
み
｡
粘
土
と
花

樹
岩
と
の
接
す
る
部
は
抑
:-E
h
l示
し
､
約
北
六
0

度
淡
'
南
淡
は
約
八
日
皮
の
傾
斜
を
和
す
｡
断
せ

粘
土
の
北
側
'
即
ち
下
軒
は
帖
二
光
内
外
の
花
尚

岩
が
粧
し
Y
破
砕
さ
れ
私
製
に
･::川
み
､
破
砕
櫛
を

誹,>二 間
角r/LJ花尚F.I-rJlの新鮮

布引貯水池の北東隅､生 EllJJl

を鞘て ､ゝ右rII･上g左枠に断
JB粘+.を党tr｡(中火の克 く紅

立に泣き穀)下方はテ-ラス｡
西よg束を見たるもの｡



な
し
､
史
に
'
統
立
:ほ
近
q
J
節
理
を
見
る
(
第
二
糊
).
こ
の
新
村
は
仲
川
川
の
河
鹿
即
ち
､
現
<
･
の
貯
水
池
放
水
路
の

底
部
を
過
ぎ
て
'
堰
堤
卜

を
械
断
L
t
貯
水
池
底
に
捜
し
て
､
池
の
納
-川
粥
に
向
ふ

｡

断
肘
の
束
は
二
八

米
､
三

一
六

･
正
米
の
突
起
部
の
北
斜
面
と
北
方
の
山
地
と
の
鞍
価
を
.な
せ
る
菊
茶
砧
部
落

h
J蕗
で
史
に
加
北
に
延
拡
す
｡

三

東
海
道
本
線
東
灘
鰐
よ
り
北
.浬
す
れ
ば
摩
耶
川
の
念
斜
何
は
素
精
し
さ
断
鮒
伐
を

不
し
て
肇
立
し
､
摩
耶
ケ
ー
メ

節 三 間

黒雲湖北 尚岩rPの断尉

を
葬
れ
た
る
二
八

米
の
小
突
起
の
北
方
'

中火の斜の淡色をT..･す苦い土師
/Gllj確を批する破砕冊､梯榔
ケーブル畝のIqiJJ'路傍所見､
氷上1)所を見たるもの｡

ル
は
こ
の
断
･:は
を
制
ひ
上
る
｡
ケ
ー
ブ
ル
の
起
動

よ
か
約
M
U
U
米
は
俄
斜
郁
粧
-
､
鋼
索

銀
皿
は

隠
退
に
入

少
､
随
氾
以
上
は
斜
面
甚
し
-
急
と
な

る
｡
こ
の
隠
退
の
上
下
附
虹
は
花
向
山か
の
破
碓
井

し
-
､
抑
止
を
喫
め
る
断
鮒
と
E
心
は
る
J
亀
裂
も

あ
れ
ど
隠
退
内
は
混
ク
リ
ー
ト
を
以
て
巻
か
れ
LJ

る
h
J.以
て
不
明
な

-
｡
恐
ら
-
は
断
射
線
は
随
荘

摩
耶
山
念
斜
両
と
の
問
の
乾

布に
存
在
す
.べ
し
｡

rJ
の
鞍
部
の
西
方
に
は
批
肺
を
雛
づ
る
小
稚
あ

-
て
､
拡
川
卜
分
な
ら
す
と
雛
も
褐
色
断
肘
粘
土
父
は
破
砕
櫛
と

恩
は
る
＼
虚
あ
-
(
節
二
.I刷
)
､
rJ
の
邦
に
碓

rJれ
LJ
る
断
樹
齢
面
は
北
17i
rj
腔
火
､
仰
斜
は
絹
に
向
以
'
六

C)皮
乃

充
七

C
皮
な
り
0
断
肘
は
親
粗
描
lr
qr付
花
晶
･=祁
e
･糊
む
痕

断
し
､
断
肘
粘
+
.の
称
す
る

部
分
に
於
で
は
符
:71.0
新
を

紳
11
心
北
方
花
･Lq
･:山
地
を
虻
田
す
る
が
瀞
な
る

tJ
打
相
似
に
就
き
て

r
HM.

三
'I<



亀

珠

算
二
十
二
奪

欝]義勇
三
六

趨

ゆ

る
断

官

角

礎

と

も
恩

は

る

J
ア

プ

ラ

イ

ト
岩

塊

A
J
.g

在

せ

L

U｡乙の
断

宥

以
南

は

暫
く
に
し
て
角
田
を
繊
岩

は
串

化

す

｡

新
居

は
黒

々

蒜
花
尚
岩
と

角

閃

花

尚

岩

と

の
境

界

に

近-発生
せ

る
も

の

ゝ
如
し
｡

四

布
引
貯
水
池
と
摩
耶
鋼
索
銭
道
と
の
間
二
･五
粁
間
の
ほ
ヾ
中
間
に
古
筆

二
七

一
･三
米
の
高
地
卦
あ
A
｡
乙
の
地

卦
の
北
は
鞍
部
を
隔
て
J
.
急
は
四
五
〇
米
の
高
地
と
在
る
｡
軽
部
の
北
東
及
南
西
に
於
で
は
深
さ
谷
の
彫
刻
さ
れ

第四図 二 本 捻 除 路

道路は浸蝕きれたる断青谷を横断して生ぜ

るナチュラルレピースを加工せるもの､北

上g甫方と見る｡人物の後方あ花榊n･には
鷹々断層滑両を見る｡海兵の右と左の耗き

雛谷はk宥谷である｡

て

1
直
線
を
な
し
て
延
長
せ
る
と
見
る
｡
北
東
な
る
は
青
谷
の
1

支
谷
に
し
て
'
宿
将
な
る
は
苧
川
谷
の
一
支
谷
な
か
.
乙
の
爾
支

谷
底
を
連
れ
る
親
は
北
六
〇
度
束
に
走
か
t
rJ
の
線
の
北
東
延
長

は
席
耶
鋼
索
銭
道
曜
逆
方
向
に
'
南
西
延
長
は
布
引
貯
水
池
方
面

に
向
ふ
｡
而
し
て
'
こ
の

一
線
以
北
は
浸
蝕
n
れ
た
る
断
層
崖
暮

し
て
'
以
南
の
山
地
の
北
方
急
斜
面
'
例

へ
ば

三
七

丁
三
光
の

高
地
の
北
方
'
青
谷
､
苧
川
南
支
谷
の
急
斜
面
の
如
き
は
浸
蝕
さ

れ
た
る
断
層
浪
崖
を
な
す
も
の
な
み
｡

五

二
本
徹
は
布
引
貯
水
池
の
南
西
突
入
清
の
延
長
線
上
に
あ
4
.

三
〇
事

大
米
の
鞍
部
と
な
す
.
鞍
部
の
北
東

は



挽

き
賂
谷
を
以
て
布
引
貯
水
池
ほ
連
-
､
南
関
は
砿
線
状
は
延
び

て帯
皮
谷
､
中
の
茶
屋
方
面
は
向
ふ
｡
二
本
栓
鞍

部
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
レ
ピ

ー
ス
を
利
用
し
て
道
路
を
作
1
父
迫
は
促
す
(
第
四
閲
)｡

乙
の
南
方
に
は
角
閃
花
尚
岩
の
急

斜
面
は
北
六

〇
皮
東
､

傾
斜
垂
直
'
北
八

〇
度
来
､
傾
斜
北

へ
八

〇
度
'
叉
は
覇

へ
六

〇
度
等
の
滑
面
を
見
る
も
'

主
要
断
層
は
二
本
枚
鞍
部
を
通
過
す
る
も
の
ゝ
如
し
｡
rJ
の
断
層
林
の
北
方
は
甚
だ
浸
蝕
を
受
-
る
も
､
南
方
は
急

崖
を
な
し
て
隆
起
し
､
帥
月
市
碇
山
よ
わ
布
引
貯
水
地
の
南
方
瀧
山
は
及
.i翁

閃
花
園
岩
の
山
地
を
な
し
､
三
二
〇
米

乃
至

云

○
米
に
達
し
･
貯
水
池
の
南
方
に
於
で
は
水
面
よ
-
急
崖
の
斜
面
を
北
に
向
け
て
'
俄
か
竺

四

〇
飴
米

の
隆
起
聖

不
せ
-,
｡
断
層
線
崖
の
淀
蝕
を
受
け
た
る
79
の
ほ
外
在
ら
ず
と
瓜
考
さ
る
｡
或
は
薯
時
､
生
田
川
は
流
路

敬
,J
の
二
本
枚
隣
悔
ほ
と
り
で
､
薄
皮
谷
方
面
に
向
以
た
る
pJ
と
も
あ
ら
ざ
-
し
か
と
も
息
は
れ
ざ
る
は
あ
ら
ざ
る

糾
戸
市
北
方
花
柄
対
地
を
縦
断
す
る
紺

潜
な
る

一
断
層
紙
に
就
導
て

(Ⅰ) 磨J】欄喝索地道附近

(ⅠⅠ) 帝谷安谷附近

(ⅠⅠⅠ) 那 l貯水地米方附近数字 は 班 高(栄)

蓋 (ⅠⅤ) 布引駒 N也Il一九附妃

瓢
あ
-
｡六

煙
耶
鋼
索
銭
遺
隠
遁
の
北

よ
¢
菅
谷
､
苧
川
谷
の
爾
支

令
.
菊
茶
屋
を
過
ぎ
､
布
引

貯
水
池
を
封
角
娘
に
織
っ
て

二
本
於
に
重

力
､
更
に
も
再

度
谷
中
の
茶
屋
に
至
る
四
粁

三
七



地

球

節
二
十
二
番

節

一
紙

完

三
八

h
f越
ゆ
る
間
に
於
け
る
布
引
断
層
は
'
地
形
的
に
も
地
質
的
ほ
79
極
め
て
顕
著
在
る
79
の
在

か
.
夏
に
､
本
断
層
は

北
東
と
南
酉
は
延
長
す
る
も
の
･J
如
-
.
稿
を
改
め
で
述
ぶ
る
塵
あ
ら
む
と
す
｡

今
､
断
簡
の
明
瞭
に
露
出
す
る
四
箇
所
を
選
み
'
断
層
に
近
接
せ
る
地
鮎
の
高
所
を
､
断
暦
の
北
側
と
南
側
と
は

つ
き
比
較
せ
ば
七
第

一
乗
及
び
第
五
園
の
如
-
托
し
て
､
布
引
貯
水
地
附
近
は
北
側
の
浸
蝕
著
し
王

朝
っ
て
南
側

の
隆
起
を
見
る
79
､
他
の
三
箇
所
は
於
て
は
何
れ
も
現
在
の
地
形
は
断
層
の
南
側
低
下
し
､
断
簡
線
の
通
過
す
る
部

は
特
は
浸
蝕
を
受
け
溝
状
に
鞍
部
を
臥
せ
み
｡

第

一
未

断
暦
線
を
境
と
し
た
る
南
北
の
高
距
の
差
異

地

名

断
層

北
側

高

地

の
摂
南
(

栄

)

断
層
南
側
高

地

の
標
高
(
栄
)

高
畑

蒐
(港
)

摩

耶
鋼
索

鋭
避
附

近

菅

谷

淡

谷

附
近

布
引
貯
水
池

氷
附近

港布
引
貯
水
池
中
央

附
妃

二

本

放

映
院

附
近

一

四
五

〇

｡〇

四
五

〇
･〇

肝

l
八
エ

ハ

二
九

〇
｡

〇

一二
八

〇･
凹

二
八

〇
｡
〇

三
七

.L

･三

三 五二二八一･
七 〇〇〇六■●●●●
六 三〇〇五

掴 六三三〇
二 〇〇八二●●●●●
八 三〇六一

*
布

引
貯
水
池

.11
火
附
妃
は
断
層
の
北
側
供
し
'
北
側
は
飴
田
川
紡
谷
な
る
を
以
て
淀

蝕

の
甚
し
き
こ
と
も
そ
の
l
囚
な
ら
む
｡

若
し
現
今
の
地
形
か
ら
断
層
生
成

暫
時
を
推
定
す
る
を
稗

る

も

の
と

し
'
淀
蝕
を
考
慮
に
入
れ
て
推
測
を

許
し
得
れ
ば
'
断
層
の
落
差
は
兼
方

は
西
方
よ
カ
79
大
在
る
如
-
､
串
均

す
れ
ば
九

〇来
乃
至

一
〇
〇
米
の
落

差
の
断
層
と
を
-
'
断
層
の
性
質
は

急
傾
斜
断
層
に
属
す

べ

き
7P
の
あ

-
｡

但
し
､

落
差
､
其
他
に
つ
き
で
は
更
に
研
究
の
飴
地
あ
-
'霜
に
は

一
大
断
層
の
布

衣
軍
資
を
報
ず

る
に
止
め
､

詳
細

の
研
究
は
後
の
磯
骨
に
譲

る
rJ
と

ゝ
し
て
筆
を
澗
-
0


